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　今年は戦後施行された新制大学制度が60年を迎える
ことになりました。人生で言うと還暦と言うことです。この
ときに当たって大学の来し方将来への期待など考えてみ
たいと思います。
　我々のころは新制大学という呼び方はやや自虐的に言
えば旧制大学と比較されて軽く観られがちであったよう
に感じています。今でも古い方は旧帝大系と対比して言
われます。我々の在学当時は地方大学とか駅弁大学など
といわれました。こういった感覚は未だに払拭されていな
いのではないかと思います。それは新制大学が新制大学
としての特徴、性格を未だ確立していないからではない
かと思います。
　滋賀大学においても彦根高商を母体としていることに
ある種の誇りを感じていることに現れていると思います。
　新制大学が未だに乳離れしていないということになる
でしょうか。
　大正12年に彦根高商が開校されたとき、その前年に
行われた入学試験は東京で行われた（学舎がまだ完成し
ていなかったこともあり）と
いうことです。しかも試験
会場は時の第一高等学校
であったと書かれていま
す。事情がどうであれその
心意気やよしというべきで
しょう。
　入学した学生たちも「一
高何するものぞ」と言うつ
よい意識を持って勉学に
日常生活に励んだことは
想像に難くありません。そ
の流れは高商が存続する
間連綿と引き継がれてきていたように思います。私は彦
根に生まれ彦根に育ちました、そして我が家では長い間
高商の学生さんの下宿を提供しておりました（滋賀大に
なってからも）。子供のころから学生さんに遊んでもらっ
たことを覚えています。子供心に当時の学生さんには社
会の範たろうとする態度があったと今も感じております。
私が道に外れたことを言ったりしようとしたときにははっ
きりと「それはだめだ」とたしなめられた覚えがあります。

高商の学生であるという意識が顕著であったと思います。
一方、市民の意識も学生に対して尊敬の念を持って接し
ていたように思います。学生が若気の至りで羽目を外して
も高商の学生さんやからと大目に見ていたところもあっ
たように思います。卒業していった学生も時にふれ学生時
代を思い出し、下宿を尋ねたり、手紙を出して近況を伝え
たり家族と同様のつきあいを続けたように思います。この
流れは滋賀大になってもしばらく続いていたと思います。
　しかしながら当時でも大学と旧高等学校は当然のこと
ながら格が違っていました。それが呼び名が変わって一
律に大学となったのですから、角帽をかぶっていても新
制大学だなと区別されました。あるいはいちいち「前の彦
根高商やな」といい直される場面もありました。逆に「昔
の彦根高商です」と誇らしげに胸を張ったこともあります。
　新制大学制度60年を迎えて思いますのはこの概念が
ようやくなくなって来たのかなあと感じることです。新制
大学の努力に負うところが大きいでしょう。
　「上場企業で社長に出世できる大学」の9番目にランク

された（週刊ダイヤモンド
2006.9.23）実績は新制滋
賀大学の実力で、もちろん
伝統に裏打ちされていると
はいえ、その教育方針の根
元に基づくものであり、この
教育方針をアピールする
必要があるのではないで
しょうか。
　今大学は全入時代とか
で定員割れの大学が多く
出ているようです。「残る大
学、消える大学」という本が

出版されましたが、ことほど左様に大学の存在意義がつ
よく問われるようになってきました。社会の求める人材を
育てることを強く要求されてきております。
　不易流行と言われますが、いまや伝統や歴史に甘んじ
ることが出来なくなってきております。60年を契機にまさ
に「大学」として地に足をつけた新たな出発をしていただ
きたいと思います。

新制大学制度発足60年に
当たって
経済学部陵水会 理事長　大森 修太郎

　滋賀大学創立60周年おめでとう存じます。この記念広報誌に教
育学部同窓会を代表しまして、ご祝辞を述べさせていただきます
ことを身に余る光栄と存じます。
　昭和24年5月31日、当時の彦根経専、滋賀師範、滋賀青年師範
の3校が合併昇格し、新制滋賀大学学芸学部、経済学部が生まれ
ました。学芸学部には教育部のみ置かれましたが、昭和41年に教
育学部と改名されました。第一期生の入学式は24年9月1日（定員
400名の充足率は39.7%）に挙行されています。私は滋賀師範学
校を昭和23年に卒業、新教育実験学校に就職2年目で滋賀大学
開学のニュースに胸躍らせ、翌25年4月、1期生2回生に編入学し
ましたが、所属した心理学研究室の同学年生は私ただ1人でした。
旧師範学校の寄宿舎を一部改造して作られた研究室で、実験器具
も殆どが旧師範時代のものだったので、迷路実験等の道具を自分
で工夫して製作したことや、教員免許は既に持っていて自由時間
が多く、関連科目の数学や育児学、職業指導等も聴講、唯一の楽し
みが図書館（旧武道場改装）で、当時としては珍しい海外の科学雑
誌や、最新研究のアブストラクト誌が置かれていて、終日図書館で

時間をつぶしていたことも今
は懐かしい思い出です。当時
はまだ専攻科も無く私のよう
な学部編入学生はかなりいま
したが、その仲間と共にスポー
ツや旅行を楽しみました。4回
生の夏、8月15日その仲間と
富士登山に挑戦、頂上では絶
好の晴天に恵まれ、お釜まわ
りをしたことも遠い夢となりま
した。（写真①）この年、国家公
務員心理職の試験を受け合

格することが出来、その後のわたしの人生の方向が決まって、大学
で学んだ喜びを噛みしめたものです。昭和28年3月彦根で学芸学
部、経済学部合同の卒業式では、大畑文七初代学長から卒業証
書、学位記を受け喜びも一入でありました。創立当時駅弁大学とま
で呼ばれた新制大学生でしたが、向学心とプライドだけは高く見
下げたものではなかったと自負しております。同時に私の脳裏をよ
ぎるのは明治の頃に建てられた古い校舎の風景であります。創設
時の大学当局は校舎の新築移転を最優先課題として取り組まれ
ていました。同窓会報第5号（昭和29年）誌上に、同窓会顧問でも
あった大畑学長は「茨の道」と題する一文を特別寄稿され、当時の
大学の苦労を「…新制大学の基礎を作り、総合計画の軌道にのせ
ることは…容易なことではない。茨の野原に道を切り拓き、目的地
への道しるべをたてるだけでも相当骨の折れる仕事であり…いつ

になったら青空の明るい山上に到達するであろう。…」と述べてお
られます。戦後間もないわが国の国立大学は新制度の実施が先行
し、設備や内容の充実が容易なもので無かったことを知ることが
出来ます。学芸学部の数次にわたる移転計画が29年から順次実
行に移されて、石山平津の地に現在のようなキャンパスがようやく
実現したのは昭和36年でした。最初に移転した地学、生物学教室
の当時の学生達は完成の喜びもつかの間、水道ガス等の設備も
遅れ荒れた通学路に、まるで西部の開拓者そのままの苦労が続い
たと綴られています（同窓会報第26号百年史）。
　しかし急造木造校舎であったので、現在のようなキャンパスが
完成されたのは、再度鉄筋化の改築の終わった昭和60年頃でし
た。教育学部同窓会は、母校創立準備期から開学当初、移転新築
の時期、キャンパス完成の時期にいたるまでその発展充実を共に
歩みながら、毎年母校後援費等で惜しまぬ支援を続けてまいりま
した。移転推進応援募金、学生自治会ボート部のボート3艇の購入
資金募金、同窓会館建設募金、最近では独立行政法人化に伴い設
けられた母校の「教育研究支援基金」事業への協力、学生自治会
運動部の後援等、中でも同窓会館建設は教育学部同窓会百周年
記念事業として、昭和50年完成、大学職員会館として「清流荘」と
命名し母校に寄贈され、同窓会活動の拠点ともなっております。
　国立大学法人滋賀大学となって、教育学部の改革は目覚しく時
代の要請する有能な教員養成、現職教育、地域教育との連携に意
欲的に取り組まれていることは頼もしく嬉しい限りであります。特に
JR大津駅前に滋賀大学大津サテライトプラザ（平和堂5F）の開設
には同窓会も全面的に後援、大学の諸事業の会場や地域への情
報発信の場として、地域に開かれた大学の拠点となる活動が続け
られています。これからも母校と同窓会のコラボレーションの場と
してサテライトプラザの機能が十分生かされ、活用していただきた
いものです（写真②）。最後に世の中がいかに変わろうとも、滋賀
の教員養成の使命を持つ滋賀大学教育学部が、かつて日本の教
育を論ずるなら、「近江教
育」か「信濃教育」かと2指
にまで挙げられた近江の
「師魂」を大切にしていただ
き、その血脈を継がれ今後
益々充実発展されることを
祈念し、同窓会もまた母校
の発展と課題を共有しなが
らささやかながらも支援活
動が続けられることを願っ
て、お祝いの言葉とさせて
いただきます。

滋賀大学創立60周年に寄せて
～大学一期生の思い出と教育学部同窓会の母校支援への願い～

教育学部同窓会長　神田 喜夫

写真②
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滋賀大学大津サテライトプラザ

1962年当時の芹川のケヤキ ケヤキ並木も偉大になりました

Anniversary
創 立特  集 周 年 に 寄 せ て
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